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中間論点整理メモ 
  電子カルテシステムの 医療における 役割や守備領域が 明確化でき 

ていない。 このため、 個々の医療機関においてシステムへの 要請が 
多様化しがちであ り、 これに対応していくとシステムの 大規模化や固 
有機能の開発など 経費の高額化を 招きやすい。 

  標準的電子カルテが 備えるべき共通の 機能 ( 公共的な目的に 資する 
報告データの 生成等を含む ) を整理した上で、 これらの機能を 満たす 
ためのシステム 要件を記述、 列挙していく。 

  電子カルテシステムの 果たすべき機能を 整理し、 システムの単位 ご 
とに部品上を 図ることにより 共通利用化が 進むことが望まれるが、 こ 
うした取り組みが 十分になされていない。 

  医療現場における 業務のワークフ ロ 一に沿って、 システム上の 共通 
の 機能に対応する 部品の標準化を 検討していく。 検討に当たっては、 
IH  E  dInte 肛 alinPHe 出山。 肛 eRnte の「 RSeJ で採用されている 手法も参考 

にできる。 



標準的竜子カルテが 備えるべき 

公共的機能とは 何か 

～ NH Ⅱ と三 HR ～ 

米国 NHll 
・ 2004 年 4 月に、 ブッシュ大統領が「 10 年 

以内に大多数の 米国人がインターオペラ 
ブル な 電子カルテを 持てるようにする」と 発 
表した。 

・ HHS に医療産業のデジタル 化を命じ、 医 

療情報技術のための 国家調整官が 指名さ 

れ 、 開発や維持に 責任を持ち、 相互運用 
性のあ る医療情報技術の 推進を図る。 

・そして医療ミスの 削減、 品質向上、 医療友 
出に対するより 高い価値の創出を 行う。 
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  ぬ沖 

① イ ンセンテフ付き 三 HR の適用、 ② 巨 HR 投資リスクの 削減、 ③地方 ゃ 普及遅れの地域への 三 HR 普及促進 

  
①地域協 m の促進、 ②国の医療情報ネットワーウの 開発、 ③連邦情報システムの 調整 

" " 腕 
① PHR の利用奨励、 ②同意の下の 消費者選択の 拡大、 ③遠隔医療の 利用促進 

" 寅ぬ " 
  ①公衆衛生 謂査 方式の統一，②一貫した 品質及び健康状態の 監視、 ③研究の加速と 根拠 主 篆の普及   

/3 段 桔 実装     
  三 HR の活用 

  地方への 音及 
  研究加速   

  巨 HR リスクの削減 

/
 

  

/ 
主要 行助 

・医療情報技術指導パネルの 創設 
・医療情報技術製品の 民間認定の促進 
・地域医療情報交換の チモ 資金援助 
・国の医療情報技術ネットワーウの 開発計画 
， 2,006 年の CMS 電子処方 萎 のための標準化要求 

， PHRs 用ポータルの 創設 

，チータ臨床研究用共用 仮 DA, NIH. CDISC) 

セキュアネットワーウの 開発 
・連邦医療アーキテクチャ と CH Ⅱの強化 

 
 

NH Ⅱでの相互運用性と 標準化評価 
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Ⅰ色々な団体から 異なる医療の 
楳準 が出されている。 

）ベンダ一によって 適合が異なり   
実用にならないことの 多い   

* 標準の実装の 不整合や考 ぬ 
欠如のため Sl の市坊 が 広がら   

* 切り替えの価格に 驚く。 短期の 
目的は、 長期で広範な 相互運 
用性の蕪となる。 

  

  

適合へのインセンティブ 上上 

 
 Ⅰ

Ⅰ
 

 
 

  一 " 。 

日 HR 技能モデルの ・日の医 技 情報ネットワーウ ( 基 $0) 
標準化を活かし、 ・医療情報 地牡 拙技 

  象品譲定 
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H けと OMG  の戦略的コラボレーション 
相互 運 m 牲のあ る医療情報システムの 実現 

H 」 ア 

NHll に対応した機能モテル 

の背走 楳準化 済み VA 共通サ ーヒ ス 

lSoi ヒ UM 嘩拠 での MSG 拡張   キーぎ / グサーピス 

  用語 7 倍 里 サービス 
( プロファイ )t, 用 含む )       V2                         

V3     インフラストラクチ ャ セキュリテイサーピス 

MDA/HDF@           CCOW   技能検出サービス 
          配拮 サービス 

(RIM)                       拍報 検出サ ーヒ ス 
り M Ⅰ 

OMG サービス 榛準         大曲 連 サービス 

          コンテントアクセスサーピス 

CORB           文脈 昔理 (AP 問 リンの 

        WF 百理 サ ーヒ ス 

OMG/H 」 7 タスクフオース           
@ 三正月性 医廉億報 システム )         NH な 枝能 Ⅱ対応で用 を実 (VA 梧 等を除き必要 共通サービス )                     年末オーダエントリⅡ 資源百里サービス 甘理 サ ー ピス 

        患者スケジューリングサーピス 

OMG VA               
    

米国の NHII は 、 ① HL7 のメッセージ 基盤に 、 ② VA 開発のサービス 部分を 

標準的電子カルテの 公共的機能 

・ EHF@ 先進国の成果を 活かして、 公共の医療 

情報 ネ、 ソ トワークを整備するとともに、 医療情 
報ネットワークと 連携する機能を 医療情報シ 
ステムに取り 込める仕組みの 整備が重要。 
- 既存の病院情報システムのラッピンバ 

ー標準規格適合性認定 

・利用者の納得が 得られ易い公共的機能から 
優先的に整備していくべき。 
- 医療安全性確保 



公共的機能のイメージ 

  
オンラインモデル 六車Ⅰ オンライン ブ ラリ リポ ジトリ 

  

適合中生認定 ～米国 NIS 丁で試行中～ 

機能仕様だけでは 相互運用性を 保証できない ! ! 

コンフオーマンス ( 製品・プロセス・サービスの 要求仕様確認 )   @*@ 3"7" 一 """ 句 

""" 十 - マ "" テ "'  "                          - ノ テストスイートツール 

正当住 硅笘                                               サ プロセス．報告 

証明                                                           ケ 証明 養 、 フランド 
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EHR システムの基盤整備 

～ HL7 と lHE. Ⅱ～ 

HL7 の 三 HR システム機能 モヂル 

  Dra 且 StandardforTrialUse  (July2004) として公開中。 

・ EHR 、 ンステム機能モデル 中の に関する項目 
一 Security 

-  Healthrecord  infomationand  management 

-  Uniqueident Ⅳ， registry,andd 下 ectoryserVices 

    He6th@lformatics@and@Termiolgy@Standards Standards ， based@lteropera5lity コ 共通基盤 
-@ BuSness@Ru@   s@Management 

-@ Workflow@Management 
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情報基盤を具体化する 標準策定 
  旺 Ⅰ E  ⅠⅠ 血 @ 丘 as 接 uctl 肛 e  TechnicalF Ⅰ ゑ 1IlewoTk 

一 Cross-Ente 甲 rlseClinIc 杣 Docum mUenlsSh 血 町 ing(XDS) 

Care  Delivery  Record 

標準的電子カルテの 

共通機能の部品化 

～優先順位に 基づくサービス 提供～ 
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医療安全の確保に 電子カルテが 寄与でき 

る領域等の検証及び 安全性の確保視点、 
からのシステムの 有り方 

・バリデートされた 医療安全に係わるビジネスロジックの 配 
布とそれを組み 込む安全ユニットの 研究・開発 

パリデートされた 
ビジネスロジック 

 
 

知識処理による 医療安全の実現 
                                                                            寮 準縄 ぎ                                                       

安全ユニット "" Ⅰ @@@@:;@;@@@" @;@ ，，，， 
処方オーダ 

要求 

レ 電子カルテ 、 ンステム 

応答 

  

知識処理機構 チェック結果   



現行医療情報システムのモデル 化も必要 
" 。 。 一 患者 拍稔甘珪 毛者拍穏 記号 

          i  _______@@.  (Patient  Manager) (Patioit  Repository) (A 血 'T ㎡ l1   

 
 

 
 

    

 
 

m-ni@ i@reTJ@ ra ・ ftKJ@ r@nti@ tiawt-i-iii@ Win 

院内で使用する @ 文名 l 0% 念 に近 L   医療 脩報 システムへの IHE 手法の適用 

・ 中長期的な視点に 立った施策が 

一日 A 的なアフローチ 

・ 三 HR 先進国の成果を 取り込んだ 
公共の医療情報ネットワーウの 
整備と、 公共的機能の 標準化 

・利用者視点の 優先度に基づく サ 

・既存の病院情報システムとの コ 
ネクティビティとラッピンバ 



三 A 的 アプローチ 

エンタープライズアーキテクチャコ 都市計画 

，ンステムアーキテクチャコ 建築図面 

 
 

ソフトウェア 部品化の課題 
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